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特定事業者の

主たる業種 金属製品製造業

該当する事業
者要件

7 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算
して1,500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規貝U第10条 第 4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出享
業者 (二酸化炭素に換算 して3.000トン以上))

F

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成 2 0  年   3  月

基 本 方 針 私たちは地球環境を向上させるため、循環型社会への貢献にこだわり、継続的な環境改善を推進します。
(当社環境方針)

推 進 体 術」 環境マネジメン トシステム推進体制にて、目標の進捗管理を行 う。 (環境担当役員を最高責任者 とし、推
進責任者として環境管理責任者を選任。環境責任者会議を環境問題に対する対策の協議および決議、進捗管
理機関として設置 しています)

年度ことの具
体的な取組及
び措置

年 度 誠偏 、対象、工程等
計 画 内 容

18～ 19 設備 コンプレッサー機器更新において、省エネ型機器を導入

(機械加工用の生産設備を中心とした省エネ化を設備投資計画にて推進)

設備 熱処理炉の新規導入において、ガス燃料炉を導入

18-19 空調 1空 調温度管理の徹底 2ク ール ・ウォームビズ運動の推進

18-19 照明 1不 要照明の消灯管理 2省 エネ型機器への切替

18-19 車両 Iア イ ドリングス トップ、エコランの徹底 2省 燃費型車両への切番

温室効果イス
の排出量等 排出区分

基 準 午 反 く実 寝 ′

(17)年度
〈二酸化炭繁張算 (t))

日環 午 反 (討 四 ,

(19)年 度
(二酸化炭素換算 (t)) 呼鋼∽A事 業所等排出区分 5,348 t 5,267         t - 15 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 t t %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化炭素換算 (t

森林の保全及び整備 (整備面積) 〈吸収ユ) t

府内産の本材の利用 〈利用丘) m。 (削減量) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(発電量) いけ滅畳) t

〈熱快綸量) (奇J渡量) t

タレーン電力の購入 (購入■) kwh (制滅丘) t

削減量等合計 t

差5博,出量

(排出合,トー肖り滋写合計,

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 肖Ⅲ減率 (計画)
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